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Abstract 

In this paper we report on the International Software Robot Project in Republic Polytechnic  on March 2011. To improve students' 

programming skill and motivation, Software Robot project is under way in Kyushu-Okinawa district KOSEN. In this project we also examine 

the communication skill using English. In order to achieve Software Robot Project, we were asked to participate in several polytechnic in Hong 

Kong and Singapore. We visited several polytechnic and made a presentation of Software Robot Project and demonstration of Rob ocode. We 

should understand the purpose, and agreed that high educational benefits can be expected. Considering various conditions, we decided the 2nd 

Software Robot Project will be held in Republic Polytechnic. Beforehand we conducted a Robocode contest in the Kyushu-Okinawa region. 5 

KOSEN (Kitakyushu, Miyakonojo, Matsue, Yatsushiro and Okinawa), 41 students participated this contest. We set submission deadline of 

robot program by the end of January. The tournament of Robocode was conducted online. First round robin conducted, the top ei ght students 

were selected. The four elected students ranging from the semi-finals, the finals were decided by brute four positions. 
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1. はじめに 

1.1. プロジェクト経緯 

現在筆者らが中心と なり 、九州沖縄地区国際ソフト ウェア

ロボッ ト プロジェク ト を推進している。 松本委員(熊本)が国

際交流、 PBL教育、国際イベント の企画を担当し、筆者がオ

ンラインコンテスト サイト 、情報共有インフラ、国内予選を

担当している。各高専の委員は学内での周知と 学生の指導を

担当している。活動を重ね平成21年度、平成22年度と 国内予

選(九州・ 沖縄リ ーグ＋α)を実施し、 学生を引率してシンガ

ポールで交流イベント を実施してきた。平成23年度も同様の

活動を予定している。  

本稿では筆者のメ インの担当である、ウェブベースによるソ

フト ウエアコンテスト サイト の構築と 運用、及びシンガポー

ル引率から得られた経験について述べる。  

 

1.2. 情報処理教育の問題点 

情報処理教育に従事する教員の共通の認識と して、学生間

の学習レベルに大きな差が出るこ と が挙げられる。情報処理

が好きな学生は、教えてない事まで自分で調べ、教員も感心

する程の習得ぶり を見せるが、苦手意識を持った学生は簡単

なプログラムでさえも満足に動かすこと が出来ない。高専の

学生は本来優秀な学生が多いのだが、苦手意識を持ってしま

い成績が悪く なってしまう ケースが非常に多い。  

一方ロボコンやプロコンに従事する学生は素晴らしいも

のづく り の才能を見せる。勉強が苦手な学生も、ロボコンや

プロコンのよ う な興味を持てるテーマがあれば意欲を取り

戻せるのではと いう 考えから、ソフト ウェアロボッ ト コンテ

スト を開催するこ と を着想した。  

 

1.3. PBL教育との関連 

本研究の端緒も九州沖縄地区のPBL教育研究集会で事例報

告した事がきっかけである。 本実験は学生に非常に好評で、

これまで情報処理には興味を持てなかった学生も熱心にソ

ースを読んで改良するよう になった。「 他の学生のロボッ ト

に勝つ」と いう 目的を達成するために自発的に学習するこ と

は、 問題を発見・ 解決する PBL手法と 相性がよいと いえる。 

 

2. オンライン対戦サイト構築 

予算面から高価な有償ソ フト ウェアを用意するのは困難

であったためPC-UNIXをベースにシステムで構築するこ と

を決定した。本システムはサーバ用途と してポピュラーであ

る FreeBSDをOSに採用した。高負荷に強く 安定して動作する

と いう 実績がある。以下はロボコード のコンテスト サイト 構

築に必要なソフト ウェア群である。  

 

(1) Apache Webサーバ, PHP, MySQL, XOOPS 

(2) Java実行環境(JRE)開発環境(JDK) Ant 

 

(1)群はCMSであるXOOPSを動作させるためWebサーバ、 デ

ータベース、 及びXOOPSが記述されているプログラ ミ ング

言語を実行させるために必要であり 、システムのベースと な

る部分である。  

(2)群はXOOPS上でロボコード の対戦に使われる RoboLeague

を動作させるために必須である Java実行/開発環境である。ロ

ボコード やRoboLeagueと も にオープンソースで開発されて

いる。 RoboLeagueは現在開発が行われていないためJavaの新

しいバージョ ンでは警告を発する場合がある。今後のメ ンテ

ナンスを考慮し 、 新しいバージョ ンのJavaに対応するよ う

RoboLeagueのソースの修正を行い、 Antを用いてビルド を行

った。  
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さ らにRoboLeagueをコマンド ラ インから起動させ、 XOOPS

のモジュールで管理出来るよう RoboLeague for XOOPSのイ

ンスト ールを行った。これにより 、実験時に教員が手動で対

戦を行わなければならなかった問題を、システム上で自動的

に実行出来る環境が整った。 図1に高専やシンガポールのポ

リ テクニッ クで実際に使用したリ ーグの設定画面を示す。  

 

図1. リ ーグの管理画面 

 

2.1. リーグ自動実行 

UNIX系OSにはcrontabと いう コマンド があり 、 定時メ ンテ

ナンス等で実行させるコマンド を登録するこ と が多い。 図1

に示すよう にRoboLeague for XOOPSで作成した各リ ーグは

全てコマンド で実行出来るため、各高専の要望に応じた間隔

で対戦を更新する事ができる。  

リ ーグが自動実行可能と なった事で大きなメ リ ッ ト が生

まれた。 PBL教育では最初に問題を提示し、その問題に対し

てト ライアンド エラーを繰り 返しながら解決へと 導かせ、そ

の過程の中で様々な要素を習得するこ と を主眼と している。

サンプルロボッ ト と の対戦においては自らのプログラムの

改良状況を確認する事ができるが、他の学生と 競う と いう 要

素がなく 、学生のモチベーショ ンを維持するこ と は出来ない。

しかしながら指導教員が参加者全員のロボッ ト を毎回収集

し対戦結果を更新すると いう 作業は非常に労力がかかる。学

生の要求頻度に応じた更新間隔を設定するこ と で、学生のプ

ログラム改良に対するモチベーショ ンを維持する事が出来

る。  

自動実行の間隔は短い方がよいが、サーバのCPU性能や他

のジョ ブの他に、登録ロボッ ト 数に大きく 依存する。手動で

リ ーグの終了時刻を計測する必要がある。10程度の登録の場

合でも数十分かかるこ と があるので、 余裕を持って crantab

を設定する必要がある。  

 

3. 九州・沖縄地区高専リーグ 

本研究の大きな成果の一つに構築したシステムで実際に

学生へのソフト ウェアコンテスト を実施した点である。平成

21年度、平成22年度に実施した九州沖縄地区高専リ ーグにつ

いて報告する。  

3.1. 大会実行手順 

全エント リ ーロボッ ト を一旦ダウンロード し、ローカルの

環境で動作をチェッ クする。次にサーバ上でリ ーグ集計を手

動で行い異常がなければそのまま対戦結果と した。大会実施

前に各校ごと にオープンリ ーグを開設し、参加者は事前に動

作を確認するこ と が出来たため、今回までにサーバで動作し

ないロボッ ト はほと んどなかった。なおリ ーグ戦は総当り 方

式であり 1対1の対戦形式で行われ、1試合は10本勝負と した。

なお、フィ ールド の大きさやその他のパラメ ータはロボコー

ド のデフォルト 値と した。  

 

3.2. 第一回九州沖縄地区高専リーグ実施 

平成22年度の九州沖縄地区高専リ ーグを実施したので報

告する。 2011年1月に実施、 41名の学生(沖縄1、八代7、松江

2、 都城2、 北九州30)の参加があった。 多数の応募と なった

ので段階的にリ ーグ戦を行い、順位を決定した。まず予選リ

ーグを行い41中上位24位までを予選突破と した。さ らに準決

勝リ ーグで8位まで絞り 込み決勝リ ーグを行った。 予選から

決勝まで一日で終わらせる事も可能であったが、学生のプロ

グラム学習が目的であるため、 リ ーグごと に2,3日のソース

改良期間を設けた。  

 

3.3. 第二回九州沖縄地区高専リーグ実施 

第一回大会に間に合わなかった学生や、再選を希望する学

生が多かったため、 2011年2月に第二回大会を実施した。 参

加高専は沖縄(12)、八代(10)、北九州(3)、松江(1)、都城(1)

であった(括弧内は参加学生人数)。全大会と 同様に実施した。 

 

3.4. 大会実施にあたっての課題・問題点 

平成21年度試行的に九州・ 沖縄地区高専リ ーグ戦を行った

ためあらかじめ問題点を認識・ 解決していたため、 平成22

年度の大会では大きな問題はなかった。既知の問題点につい

て以下に列挙する。  

 

・事前にサーバで動作を確認しないロボットが投稿された 

エラーログやソースコード から ラ イブラ リ 等が環境や処

理系に依存する場合に起こる事が判明した。規定違反と して

失格と するのが妥当であるが、 今回は手動で全対戦を行い、

結果をマージした。 しかし、 これは大変な労力がかかった。 

 

・初心者用導入マニュアルが必要だった 

平成21,22年度にいく つかの高専を訪問し、 ロボコード の

説明会を行った。説明会に参加した学生はロボッ ト の作成に

関して抵抗がないが、そう でない学生にと っては参加のハー

ド ルは若干高いものと なった。 この問題を解決するために、

ロボコード の作成と オンラ インソ フト ウェアコンテスト に

参加出来るよう になるために入門用コンテンツを作成した。

以下にその章立てを示す。 1,5節がコンテスト 参加に関する

項目であり 、 2,3,4節が通常のロボコード 入門と なるよう に

構成している。  
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1. 新規アカウント 登録編 

2. 入手編、 3. 設定編、 4. 開発編 

5. アップロード 編 

 

本コンテンツはPDFと して本研究のWebサイ ト からダウン

ロード 可能である。  

 

4. 国際交流について 

高専と シンガポールのポリ テク ニッ ク と の交流協定に基

づいて国際交流を行っている。平成21年3月と 平成22年3月に

リ パブリ ッ ク校の協力のもと 交流イベント を実施した。リ パ

ブリ ッ ク校は積極的にPBL手法を導入しており 、本研究の取

り 組みを実現する環境と して適していた。  

現地では自己紹介、 PBL導入講義、 ロボコード 説明、 プレ

ゼンテーショ ン、交流イベント 、交流対戦と いう 流れで、約

一週間かけて実施した。本研究で作成したオンライン対戦サ

イト も使用したが特に大きな問題は見受けられず、国内だけ

でなく 国際交流のイベント でも実用レベルにあるこ と を確

認した。 図2,3に講義の様子を、 図4,5に演習風景を示す。  

 

 

図2. 現地での講義の様子1 

 

 

図3. 現地での講義の様子2 

 

これまでの九州沖縄地区高専の取り 組みは、予算や人員の

関係から インターネッ ト を活用しオンラ イン上での国際交

流を実施しよう と いう ものであったが、う まく いかなかった。

今回作成したオンラ イン対戦サイ ト や参加のためのコンテ

ンツもなく 、また二国間の学生の交流も電子メ ールや電子掲

示板だけであった。ペアでプログラムを作成し、国際的コミ

ュニケーショ ンによるプログラ ミ ング教育と いう 我々の目

標は達成出来なかった。  

今回の取り 組みに対し、学生に感想を求めたと ころ非常に

有意義であると いう 意見が殆どだった。継続した取り 組みに

より 、参加高専学生へも徐々に浸透し、国際交流参加人数は

6名から 9名へと 増加した。また国内においても 、ロボコード

講習会開催は2校から 4校へと 増加した。  

 

5. おわりに 

一連の取り 組みにより 、オンライン対戦と PBL教育と いう

新しいスタイルのe-learningを提案するこ と が出来た。また国

際交流においても有効な手法であるこ と を確認した。しかし

ながらいく つかの課題も残っている。  

平成22年度は対戦映像配信にも取り 組んだ。手動で動画を

作成しての配信に関しては問題なかったが、リ アルタイム配

信の自動化については時間と コスト の面から実現する事は

できなかった。今後より 学生のモチベーショ ンを高めるよう

改善していく 。  

 

5.1. 今後の課題 

また当初SNSサイ ト を立ち上げ交流を支援する予定であ

ったがFacebookの普及が予想を超えて進み、現在イベント を

経験した学生の交流はFacebook上で行われている。今回構築

したシステムを Facebook上に連携アプリ ケーショ ンを作成

するこ と で解決するこ と ができるものと 思われる。  

平成23年度も昨年度と 同じスケジュールでロボコード に関

するイベント を実施する予定である。九州・ 沖縄地区高専リ

ーグを平成24年1月に実施する。 九州・ 沖縄地区の高専が主

であるが、 それ以外の地区の高専の参加も受け付けている。

また3月にはシンガポールでの国際交流イベント を実施すべ

く 、 現在交渉を進めている。  

ロボコード やイベント 情報は下記のサイ ト で提供していく

予定である。  

 

Robocode オンライン対戦サイト  

http://w3-itss.kct.ac.jp/itss/ 
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図2. シンガポールでの演習風景1 

 

 

図3. シンガポールでの演習風景2 
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